
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

・年３回の「校内学力調
査」の実施から児童の実態
を把握、朝学習や放課後学
習等で基礎・基本的な学習
を身に付けさせる。

・学力定着度で80％
達成の児童が各学級
で80％を達成する。
・家庭学習の定着で
90％を目指す。

C Ｂ C ・校内学力調査の１回目では、
平均正答率が国語で６８％、算
数で６９％であったが、２回目
は国語７３％、算数６８％と
なった。全体的に２回目が上
がっているが、一部下がった学
年もあるので、引き続き基礎・
基本的な学習の定着を図る。

B B ・３年生から６年生が江戸川区
学力調査を１１月に行った。各
学年概ね全国平均の正答率であ
るが、学年によって教科の得手
不得手が出ている。
・学級による基礎学力の定着に
差が出ている。

B ・学力向上の取組を様々行って
いるようで、基礎学力が徐々に
上がってきていることは良い。
・学級によって差があるような
ので、全体に足並みをそろえて
できると尚良いと考えるので、
次年度も引き続き取り組みをし
てほしい。

・基礎学力を更に向上さ
せる取り組みを行ってい
く。学級差が見られる部
分もあるため、学年全体
で声を掛け合い、学校全
体に向上させていく。

・「東葛西スタンダード」
を設定し、どの学級も同じ
ように指導するようにす
る。

・「東葛西スタン
ダード」の定着を
80％とする。

A Ａ A ・どの学級でも同じように指導
するように、「東葛西スタン
ダード」を設定している。

A A ・「東葛西スタンダード」の定
着を図ることができた。今後も
引き続き行っていく。

A ・少人数、専科の学習でも共通
で行っているので、児童の安心
につながる。次年度も継続して
ほしい。

・次年度も引き続き「東
葛西スタンダード」の定
着を図る。

・読書カードに読書記録を書
き、各学年の目標を達成した児
童に認定証を渡す。

・学年末に70%を達
成する。

C Ｃ C ・読書の達成率が低かった。今
後、読書推進を図る活動を行
い、達成率の向上を図る。

C C ・読書の達成率が年間を通して
悪かった。読書推進のために、
図書委員会を中心に活動した
が、学級により差が生じた。

C ・児童の興味・関心が向上する
取組を行っているが、学年目標
の達成率が低い。向上すること
を期待する。

・読書月間などの取組や
学年目標等を見直して読
書推進を行っていく。

・校内研究として、自らす
すんで運動に取り組む児童
を目指して各領域で様々な
取組を行っていく。

・年間6回の研究授
業を行う。

A Ａ A ・全６回中２回を終了。自らす
すんで運動に取り組む児童を目
指し、取組を行っている。引き
続き、２月１８日まで行う。

A A ・年間６回の研究授業を通し
て、自らすすんで運動に取り組
み児童を目指してきた。２月１
８日に研究発表を行った。

A ・研究授業を繰り返すことで、
体育で児童が工夫していく楽し
さを実感している様子がうかが
えた。

・今年度の研究から学ん
だことを生かし、新たな
取り組みを行っていく。

・縄跳びカードを作成して
の技能の習得とマラソン跳
びによる持久力の向上を図
る。

・年3回の縄跳び
チャレンジを実践す
る。

B Ａ B ・年３回中１回が終了した。縄
跳びカードを作成し、５月に１
回目を実施した。

B A ・年３回の縄跳びチャレンジに
多くの児童が具体的な目標を
もって取り組むことができた。

A ・児童が挑戦する場を設けて目
標達成をする喜びを感じること
は大切である。今後も続けてほ
しい。

・体力向上のため、次年
度も行っていく。

・的当て・鉄棒・一輪車な
どを使った運動を設定し、
休み時間などに取組めるよ
うにする。

・遊びを全部行った
児童が８０％。

C Ｂ C ・マッシュカードを用意し、全
種目達成を目指すが、まだ達成
率が低い。引き続き、取組を
行っていく。

C B ・マッシュカードの取組を積極
的に行い、全校的に休み時間の
遊びを啓発してきた。

B ・マッシュカードの取組によっ
て、様々な遊びを通じて体力向
上を図り続けてほしい。

・今年度、児童が積極的
になってきたので、引き
続き行っていく。

・特別支援教室の教員と連
携し、児童の共通理解を図
る。

・年に3回の担任と
巡回教員との面談を
行う。

A Ａ A ・日々の学習や生活指導面で、
特別支援教室の教員から困り感
のある児童への対応を相談する
ようにしている。

A A ・年３回だけでなく、普段から
巡回指導教員が各学級の様子を
見て、児童への対応の共通理解
を図っている。

A ・多角的な視点で児童の様子を
見て、多くの教員で同じように
対応できるように、引き続き
行ってほしい。

・巡回指導教員と担任の
連携を図り、児童の困り
感を解消していく。

・教員が協力して、エンカ
レッジの担当になり、利用
しやすい環境にする。

・全教員がエンカ
レッジの担当とな
る。

A Ａ A ・全職員体制でエンカレッジの
担当となり、担任と協力して利
用しやすい環境にしている。

A A ・エンカレッジを必要としてい
る児童に対し、全職員体制で協
力して担当をしている。

A ・エンカレッジで安心して学習
したり気持ちを落ち着ける場所
があることは児童にとって必要
である。取組を続けてほしい。

・引き続き次年度も全職
員でエンカレッジを運営
していく。

・特別支援学校の副籍の児
童と交流を行う。

・年１回の副籍交流
を行う。

A Ａ A ・１０月に特別支援学校との副
籍交流を行う。

A A ・１０月に特別支援学校との副
籍交流を行った。

A ・児童にとって有意義な交流で
ある。引き続き行ってほしい。

・次年度も引き続き特別
支援学校と副籍交流を
行っていく。

・年１回のHyper-QUの実
施を行い、学級経営に活用
する。

・6月に実施する。 A Ａ A ・６月に実施。学級経営に活用
していく。

A A ・QUによって学級の実態を知
り、学級経営に活用することが
できた。

A ・担任の教員が一人一人の児童
のことを知ることは大切であ
る。

・区の新しい取組を行う
ことで、学級経営に反映
させていく。

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

・読書の達成率が低いようなの
で、児童の興味・関心が向上す
る取組を期待する。

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

令和6年度　江戸川区立東葛西小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
〇やさしい子（思いやりの心を大切に生活する子を育てる）
〇やりぬく子（責任をもって最後まで取り組む子を育てる）
〇げんきな子（健康安全に努め明るく行動する子を育てる）

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

子供の笑顔が輝きあふれる楽しい学校。教職員が教える喜びに満ちた学校。地域から信頼され愛される学校。
確かな学力、豊かな人間性、健やかな身体。
児童理解、授業改善、生活指導の充実を図り、自己研鑽をしながら学校組織の一員としてよりよく協働する教師。

前年度までの本校の現
状

いじめや不登校の未然防止のために、日頃より教員の報告・連絡・相談を密に行うようにしてき
た。また、全教員によるエンカレッジの対応により、子供たちが安心して学校生活を送ることがで
きるよう改善できたことは成果であった。学習活動についても、全国学力・学習状況調査におい
て、全国平均を上回ることができた。

基礎・基本の学習の定着について、個人の差が大きい。かけ算検定や漢字検定は少しずつ効果を出しているが、児童一人一人の
苦手分野の克服には及ばない部分があった。全体的に読書量が少なく、算数の文章題や国語の教材を読み取る力や文章を考える
力などに課題が残る。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

体
力
の
向
上

・体育が楽しいと思える授業を
期待する。

・体力向上のため、今後も取組
を継続してほしい。

・外遊びのための取組として、
継続的に行い、児童の体力向上
を図ってほしい。

〇学力の向上

〇東葛西スタンダード
の定着

〇運動意欲や基礎体力
の向上

〇「なわとびチャレン
ジ」

〇「東小プレイタイ
ム」の実施

学
力
の
向
上

・全体に基礎・基本である漢字
や九九の定着に期待をする。ま
た、復習などをすることで、基
礎学力の定借を図ってほしい。

・どの学級でも同じように指導
できることは児童の安心につな
がるので、引き続き継続してほ
しい。

〇読書科の更なる充実

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

〇ユニバーサルデザイ
ンの視点を取り入れた
個に応じた指導の実
施・充実

・特別支援教室の教員と連携を
図り、児童の困り感に対応して
ほしい。

〇エンカレッジルーム
の活用促進

・担任だけでなく、全職員が協
力して児童にとって安心できる
場にしてほしい。

〇副籍交流、交流及び
協働学習の実施・充実

・互いの児童にとって有意義な
交流となるように期待する。

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

・それぞれの児童の特性をよく
理解し、困り感等に対応してほ
しい。

〇HyperーQUの活用



・いじめや不登校の未然防
止として、アンケートなど
を実施する。

・年2回のアンケー
トを実施、いじめ解
消100%を目指す。

B Ｂ B ・１回目のアンケートを実施、
いじめ解消１００％を目指す。

B B ・年２回のアンケートを実施
し、児童から出てきたトラブル
の聞き取り等を行い、いじめの
解消を行ってきた。

B ・いじめの１００％解消をして
ほしい。

・年２回のアンケートだ
けでなく、児童の声を拾
うようにしていく。

・年１回のSCによる相談を
行う。

・5年生を対象とし
た全児童の面談を実
施する。

A Ａ A ・５年生を対象に全児童の面談
を実施済み。

A A ・５年生の面談だけでなく、必
要と考えた場合には、スクール
カウンセラーの面談を行い、児
童の思いなどを共有できた。

A ・教員でない立場の人の聞き取
りは児童にとっても安心できる
ことなので、引き続き行ってほ
しい。

・５年生の全員面接と児
童がいつでも面談できる
ように整える。

・年4回の学校公開を行
う。

・年4回の学校公開
を実施する。

A Ａ A ・年４回中２回を実施済み。残
り２回を実施予定。

A A ・年４回の実施を行った。学校
公開の形態等保護者にアンケー
トを取り、対応をしてきた。

A ・学校公開についてアンケート
を取り、改善を図っていくこと
を続けてほしい。

・年３回の学校公開を
行っていく。

・ホームページの更新を定
期的に行う。

・各学年１週間に１
度はHPにて、学校行
事、学年活動、学級
活動等を更新する。

B Ｂ B ・各学年の活動や学校行事、学
級活動等の更新を定期的に行っ
た。引き続き行っていく。

B B ・各学年の活動や学校行事等の
更新を定期的に行った。学年に
より多少差があったので、改善
していく。

B ・引き続き学校の様子を伝えて
ほしい。

・各学年１週間に１度は
HPにて、学校行事、学年
活動、学級活動等を更新
する。

・児童に向けた地域の方に
よる活動。

・地域の方による年
３回の活動を行う。

A Ａ A ・５年生児童による田植え活動
を行った。稲刈りや他の体験も
計画している。

A A ・地域の方のご協力により、３
年生の海苔すき体験を２月に
行った。

A ・地域の良さを知り、関わりを
もつことは大切である。引き続
き行ってほしい。

・地域の方による活動を
引き続きお願いしてい
く。

・退勤時間の目安を設定す
る。

・平日の退勤時間は
19：00を完了とす
る。

A Ａ A ・ほとんどの職員が１９：00で
退勤できている。

A A ・年間を通してほとんどの職員
が１９：00で退勤できている。

A ・教職員が元気であることが児
童の健全な育成につながる。引
き続き取り組んでほしい。

・平日の退勤時間は19：
00を完了とする。

・児童の主体的な活動の工
夫。

・運動会などの学校
行事において、児童
の主体的な活動を取
り入れる。

A Ａ A ・６月に運動会を実施。１月に
作品展を開催予定。

A A ・１月に東小作品展を行った。
児童の主体性を重視した作品づ
くりができた。

A ・児童の思いを受けてできた作
品で良かった。今後も続けてほ
しい。

・運動会などの学校行事
において、児童の主体的
な活動を取り入れる。

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

・いじめの１００％解消をして
ほしい。

〇教育相談の強化 ・必要に応じてSCと相談する機
会を持てるようにしてほしい。

〇不登校対策の実施・
充実

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

〇働き方改革の推進 ・引き続き継続してほしい。

〇特別活動の充実 ・６月の運動会と同様に１月の
作品展に期待をしている。

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

〇学校公開の充実 ・学校公開によって児童の授業
や学校生活を見ることができ
た。

〇ホームページの充実 ・今後も学校の様子がわかるよ
うに定期的に更新をお願いした
い。

〇地域との連携 ・地域との関わりをもつこと
で、地域の良さを多く知ってほ
しい。


